
この地図は、国土地理院発行の2万5千分１地形図（仙台東北部・仙台西南部・仙台西北部・仙台西南部）を使用したものである。 
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参考資料： 経済企画庁（1967）：1/50,000土地分類基本調査（地形分類図）「仙台」、 国土地理院（1973）：1/25,000土地条件図 「仙台」、 国土地理院技術資料D・1－No.441（1976）：1/25,000治水地形分類図「仙台東北部」「仙台東南部」「仙台西南部」、米軍撮影空中写真 M201（1947），M646（1947），M894（1948）、 国土地理院撮影空中写真CTO97-1X(1997）・TO2006-1X（2006） 

       陸地測量部（国土地理院）発行2万分1地形図「岩切」「原町」「閖上」「仙臺北部」「仙臺南部」「増田」（明治37・38・40年測図）・2万5千分1地形図「仙台東北部」「仙台東南部」「仙台西北部」「仙台東南部」（昭和3・5年測図・鉄補）、 国土地理院発行2万5千分１地形図「仙台東北部」「仙台東南部」「仙台西北部」「仙台西南部」（平成19・20年更新） 

Ｃ地区（八木山
や ぎ や ま

周辺）： 起伏のある丘陵

地の尾根を削り、谷を埋めて造成された人工平

坦化地です。青線は造成前の谷地形を示して

います（かつての谷の部分では、相対的に厚い

盛土が分布する可能性があります）。 〔背景の図は平成20年現在の地形図です〕 
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Ｂ地区（苦竹
に が た け

周辺）： 水田として利用されて

いたこの地域は、河川によって運ばれた土砂が

堆積した低湿な沖積低地(氾濫平野)です。この

地域は、盛土が行われて宅地が作られました。 
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盛盛盛土土土ががが
陵陵陵
自自 分分類類図図とと人人工工地地形形分分類類図図のの重重ねね図図  （（参参考考図図））  

況変遷情報（「自然地形分類図」と「人工地形分類 重ねてわかること） 

資料１－２（別紙） － 土地の安全性に関する調査成果のイメージ －

工工地地形形分分類類図図（（改改変変地地））  
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ねね合合わわせせるるとと ・・・・・・  ・・
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Ａ地区 （木町通
き ま ち ど お り

周辺）： 広瀬川によって

形成された河岸段丘（台地）からなる地域です。



 
 

①①  土土地地状状況況変変遷遷情情報報（（時時期期のの違違うう「「土土地地利利用用分分類類図図」」をを重重 わわかかるるこことと））       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土土地地利利用用分分類類図図  ［［11990055((明明治治3388))年年］］  

参考資料： 陸地測量部（国土地 地形図「岩切」「原町」「閖上」「仙臺北部」「仙臺南部」「増田」（明治37・38・40年測図）、 国土地理院発行２万５千分１地形図「仙台東北部」「仙台東南部」「仙台西北部」「仙台東南部」（昭和39年改測） 

約約約111000000 年年年前前前ののの   

土土土地地地利利利用用用がががわわわかかかりりりままますすす。。。

約約約 555000 年年年前前前ののの   

土土土地地地利利利用用用がががわわわかかかりりりままますすす。。。 
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のののよよようううなななここことととがががわわわかかかりりりままますすす。。。   

地地地化化化ささされれれたたた時時時期期期はははいいいつつつ頃頃頃かかか。。。   

地地地ににになななるるる前前前はははどどどのののよよようううににに利利利用用用ささされれれててていいいたたたのののかかか。。。   
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２２ のの土土地地利利用用分分類類（（建建物物用用地地））のの重重ねね図図  （（参参考考図図））  

土土地地利利用用 類類図図  （（明明治治3388年年））  分分

土土地地利利用用分分類類図図  （（明明治治3388年年））  

Ａ地区 （木町通
き ま ち ど お り

周辺）： 
明治の頃から市街地となっていました。

Ｃ地区（八木山
や ぎ や ま

周辺）： 
昭和39年以降、新しく造成された市街地です。

開発される以前は一面の森林でした。 

明明明治治治 333888 年年年当当当時時時ののの市市市街街街地地地  

昭昭昭和和和 333999 年年年当当当時時時ののの市市市街街街地地地  

 

 

Ｂ地区（苦竹
に が た け

周辺）： 昭和 39 年前後に

徐々に市街化が進んだ地域です。明治期は、

一面の水田でした。 
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土土地地利利用用分分類類図図  ［［11996644((昭昭和和3399))年年  

２２時時期期のの地地図図をを  

重重ねね合合わわせせるるとと・・・・・・・・  

土土地地利利用用分分類類図図  （（明明治治3388年年））  

〔背景の図は平成20年現在の地形図です〕

この地図は、国土地理院発行の2万5千分の１地形図（仙台東北部・仙台西南部・仙台西北部・仙台西南部）を使用したものである。 
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〔背景の図は平成20年現在の地形図です〕 

災害履歴図（水害） 

 

 

 

参考資料： 

〈多賀城市及び名取市内の浸水状況〉 

    宮城県（1994）平成６年９月大雨災害の記録 

〈仙台市内の浸水状況〉 

仙台市消防局・建設局資料 

※ 本図に示した浸水区域は、既存資料から調査、編集した 

  ものであり、細部は実際と異なる場合があります。 

この地図は、国土地理院発行の2万5千分の１地形図（仙台東北部・仙台西南部・仙台西北部・仙台西南部）を使用したものである。 

② 災害履歴情報（水害） ― 1994年9月の水害範囲を示しています  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

② 災害履歴情報（「災害年表」 、「災害リファレンス情報」）  

 ◆災害リファレンス情報 （過去の災害や土地の変遷に関する文献情報） ◆災害年表（地震災害）  

和暦 西暦 月日 要因 東経 北緯 規模（Ｍ） 仙台周辺の被害状況

慶長16 1611 12月2日 地震・津波 144.4 39.0 8.1

三陸地方で強震、震害は軽く、津波による被害大きい。伊達政宗領内で死1,783人、岩沼・刈田郡にも津波が

押し寄せ、岩沼辺では家屋残らず流出した。今泉(仙台)では溺死50人、家ほとんど流さる(総覧)。表(推定値)→

岩沼6～8m、今泉(相馬)5～6m(津波)

元和2 1616 9月9日 地震・津波？ 142.0 38.1 7.0 〈仙台〉仙台城の石壁・櫓等破損。津波を伴う?

正保3 1646 6月9日 地震 .65 38.1 .5～6.7
(陸前)震央=村田の西10km( 断層)仙台城の石垣崩れ、その他の破損多し。 石 の石壁 東方およ

方)・ 破損。津波の記事見当たらず

68 8月28日 地震 (仙台)仙台城本丸石垣約90間(160m)崩れ、約60間(110m)孕む。迫町で道割れ、家破損

77 4月13日 地震・津波 142.25 41.0 7.25～ 5
(陸 )八戸 害あり。青森・仙台被害なし(総覧)。M8、三陸に 、塩竈で

波)。

(磐 ・常陸 安房・上総・ )上旬よりしばしば地震あ 磐城から房総に

140 6
活 白 城 ( び北

櫓

寛文8 16

延宝5 16 7.
中 震 津波 も家屋流潰、田畑荒 あり(津

延宝5 1677 11月4日 地震・津波 142.0 35.5 8
城 ・ 下総 り。 かけて津波襲来。岩沼 で流家

490余、死123(総覧)。塩竈や宮城郡の海岸に津波の襲来あり(県史)

延宝6 1678 10月2日 地震 142.5 39.0 7.5
(陸中)花巻にて城の石垣崩れ、御台所諸氏の家も損傷、町屋15、土蔵5崩れる、死1。白石城石 5ヶ所、計

6.5間(12m)崩れる

享保元 1716 11月16日 地震 仙台地強く震い多少の被害あり(東藩史稿、防災計画)。(総覧に記載なし)

享保2 1717 5月13日 地震 142.5 39.0 7.5 (仙台・花巻)仙台城本丸石垣崩る。神社等の石灯篭は大方崩る。在々に家・土蔵の崩、破損あり

享保3 1718 9月30日 地震 (仙台・白石)仙台被害多く、白石城破壊、史料少なく、詳細不明。疑わしきか

享保15 1730 7月9日 津波
チリ、バルパライソ沖の地 (津

波)。三陸と仙台湾岸 害

享保16 1731 10月7日 地震 140.6 38.0 6.5
(岩代)震央:白石の西3km(活 家 300余 垣 塀・矢 など倒れ、

居家21軒、町屋12、土蔵18倒れる。死者あり。周辺の村、七ケ宿でも被害。仙台に被害多しともいう

享保21 1736 4月30日 地震 140.8 38.3 6.0
(仙台)震央:吉成の西(活断層)。仙台で城の石畳、澱橋など破損、その他社寺無蒜(つつがなし)。あ いは仙台

東方沖の地震か

宝暦1 1751 5月25日 津波
チリ、コンセプシオン沖の地震、三陸沿岸の大槌、牡鹿、気仙沼で床まで浸水した(津波)。162付年 2災害年

表(地震・津波)

宝暦12 1763 1月29日 地震・津波 142.5 41.0 7.4
(陸奥八戸)3/2、3/15にも地震あり(総覧)。地大いに震い、地裂け家屋破損す(栗原郡誌、防災計 )。

M8.0(津波)

明和4 1767 地震 肯山公、獅山公霊廟、碑石が傾く(旧市史)。(総覧に記載なし)

寛政5 1793 2月17日 地震・津波 144.5 38.5 8.0～８．４
(陸前・陸中・磐城)陸前・陸中・磐城沿岸に津波、内陸では仙台にも建物に小被害あり。1933年 り1896年

の三陸地震に似ている(総覧)。圧死12、家屋倒壊1,060余(県史)

文政6 1823 7月8日 地震
陸奥国仙台大いに震い城塁壊れ、且海溢れ民家数百を破り溺死するもの算なし(宮城県海嘯史、 災計画)

(総覧に記載なし)下記の誤りか(筆者)

天保6 1835 7月20日 地震・津波 142.5 38.5 7

(仙台)仙台城の石垣崩れ、藩内で家・土蔵破損すという。登米郡・石巻方面に被害、詳細不明。 978年宮城

県沖地震に似るか(総覧)。仙台大いに震い城塁壊れ、且つ海盗れ民家数百を破り溺死するものの なし(牡

郡誌、防災計画)。M7.4、野蒜で被害多い。図→野蒜5～6m(津波)

天保7 1836 8月7日 地震 (仙台)仙台城下で家屋破損。詳細不明。上記の誤りか

嘉永7 1854 8月25日 地震 (陸前遠田郡)ところどころ破損。午前午後不明

安政2 1855 9月13日 地震 142.0 38.1 7.25±0.25
(陸前)仙台で屋敷の石垣ところどころ崩れる。堂寺の石塔・灯籠崩れる。秋保温泉湧出とまる。翌年2月8日再

び湯出る

文久元 1861 10月21日 地震・津波 141.15 38.55 38.55
(陸中・陸前・磐城)震央:涌谷の東北3km(活断層)仙台家屋破損土蔵破る、上愛子家屋破損3道 亀裂、

田村字前田家屋破損壁崩る、他。地図あり(総覧)。震央:宮城県沖、M7.4、野蒜2～3m(津波)

明治29 1896 6月15日

津波・津波

(明治三陸沖地震津

波)

144.00 39.50 6.8

(明治三陸地震津波)震害なく、津波が三陸沿岸に来襲した。仙台被害記載なし

明治29 1896 8月1日 地震 141.50 37.50 6.5 (福島県沖)仙台で土蔵の壁落ち

明治29 1896 8月31日 地震(陸羽地震) 140.70 39.50 7.2±0.2 (秋田・岩手県境、陸羽地震)仙台被害記載なし

明治30 1897 2月20日 地震 141.90 38.10 7.4

(仙台沖)被害範囲は広く岩手・山形・宮城・福島各県に及ぶ。しかし被害は小規模。仙台の煉瓦 2階建では

多少の亀裂のはいらないものはなかった。和風木造は、壁の亀裂程度で無事。石巻で住家転倒1、 潰数十、

地盤に亀裂を生じ、近くの虻田・渡波・飯野辺で強く揺れた

明治30 1897 8月5日 津波 143.30 38.30 7.7 (仙台沖)震害はなかったが、小津波が釜石から雄勝あたりまで襲来した

明治30 1897 10月2日 地震 141.70 38.00 6.6 (仙台沖)金華山灯台およびその付近で微小被害

明治31 1898 4月23日 地震 142.00 38.60 7.2 (宮城県沖)岩手県沿岸に小被害。宮城県では石巻で土蔵壁に亀裂。金華山で家屋の屋根・壁・ 突に被

明治33 1900 3月12日 地震 141.90 38.30 6.4 (金華山沖)石巻で土蔵壁の亀裂・瓦の墜落等があった

明治33 1900 5月12日 地震 141.10 38.70 7
(宮城県北部)震央:築館の東南東10㎞(活断層)遠田郡で被害最大。桃生・登米・志田各郡も強 った。仙台

では壁の小亀裂にとどまり、塩竃で煙突倒れ、石垣が崩れた

明治34 1901 6月15日 地震・津波 143.00 39.00 6
(陸中沖)津波があり、宮城県で苗代約50haに被害。(総覧)三陸沿岸に津波、波高1m余、247ha 害。六郷

村・下増田村、水田・苗代田損害(県史)。(津波に記載なし)

明治38 1905 12月23日 地震 141.80 38.50 5.9 (岩手県沖)石巻で微小被害があった

昭和2 1927 8月6日 地震 142.12 37.93 6.7
(宮城県沖)石巻で家屋小破、渡波で学校の壁に亀裂、岩石煙突折損3。涌谷町で亀裂から泥水 噴出した

白河城址の石垣崩れ、その他福島県内で小被害

昭和8 1933 3月3日
地震・津波

(昭和三陸沖地震)
144.52 39.23 8.1

(三陸地震津波)震害は少なく、三陸地方で壁の亀裂、崖崩れ、石垣・堤防の決壊があった程度。地震後約

分～1時間の間に津波が北海道・三陸沿岸を襲った。仙台被害記載なし(総覧)。閑上2.4m(津波

昭和8 1933 6月19日 地震 142.50 38.08 7.1 (宮城県沖)石巻で山崩れ、万石浦で道路の亀裂あり

昭和11 1936 11月3日 地震 142.13 38.15 7.5
(金華山沖)宮城県で傷者4、全壊非住家3、半壊住家2、同非住家2、道路欠損35か所、計410m。大崎八幡

の灯籠約60のうち3倒れた。その他宮城・福島県沿岸で、瓦の落下、土蔵の剥落、道路の亀裂など あった

昭和12 1937 7月27日 地震 142.05 38.28 7.1 (金華山沖)石巻で水道鉄管一部破損。道路亀裂、石灯籠倒壊16などの小被害があった

昭和13 1938 11月5日 地震 142.18 37.33 7.5
(福島県東方沖地震)福島県で死1・傷9・住家全壊4・半壊29、非住家全壊16、半壊42、他。茨 ・宮城両

県でも微小被害

昭和17 1942 2月21日 地震 141.68 37.53 6.5 (福島県沖)刈田郡遠刈田発電所コンクリート堤防に亀裂が入った

昭和27 1952 3月4日
地震・津波

(十勝沖地震）
144.13 41.80 8.2

(十勝沖地震)震害は北海道のみ。津波は本邦太平洋岸を襲った(総覧)。志津川町防波堤・かきの 施設被

(防災計画)

昭和31 1956 9月30日 地震 140.62 37.97 6
(宮城県南部)震央:白石の南5㎞(活断層)死1、傷1、塀・垣・風呂場など倒壊17、土蔵.家屋に亀 多く、鉄

道・電力線に小被害

昭和35 1960 5月23日
津波

(チリ地震津波）

チリ地震津波。仙台被害記載なし(総覧)。閑上2.4m、蒲生2.3m(津波)

昭和37 1962 4月30日
地震

（宮城県北部地震）
141.08 38.44 6.5

(宮城県北部地震)震央:若柳の南5㎞(活断層)田尻町・南方町で被害大きい。死3、傷272、全壊340、半壊

1,114他。仙台被害記載なし

昭和38 1963 10月13日 津波 149.56 44.89 8.1
(エトロフ島沖)津波があり三陸海岸に軽微な被害(総覧)。県内沿岸で津波被害発生し、気仙沼市の被害が

きかった。かき・のり養殖施設など被災(防災計画)

昭和43 1968 5月16日 地震・津波 143.35 40.44 7.9

(青森県東方沖・1968年十勝沖地震)被害は北海道・青森・岩手が主。宮城県半壊1他。かなりの津波が生じ

たが・干潮時でもあり・被害はそれほどでもなかった。チリ津波後防潮堤によって被害が少なくてすんだ所も多い。

浅海漁業施設被害。仙台被害記載なし(総覧)

(宮城県沖)仙台富士銀行の窓ガラス落ちる。迫・石越・南方・中田などで小被害(総覧)。県内傷41、住宅半壊

平成15 2003 5月26日 宮城県北部地震 142.80 38.80 7

県内全域で大きな揺れを感じ，人的・住家等を始め大きな被害が発生した。震度6弱：高清水町，桃生町，石

巻市，涌谷町，栗駒町，金成町。仙台周辺では、震度5弱：泉区，青葉区大倉，名取市，大衡村，震度4：青

葉区，宮城野区、青葉区雨宮，若林区，利府町，富谷町，太白区，村田町，七ヶ浜町，多賀城市等。重傷

者10人、軽傷者54人、半壊11棟、一部破損1,085棟、非住家被害256棟、被害は県北部に集中四、仙台周

辺は軽微。

平成20年 2008 6月14日 宮城・岩手内陸地震

震による津波。陸前沿岸に海嘯、田畑を損す(総覧)。牡鹿半島で田畑に浸水した

の宮城郡に被 があった(県史)

断層)桑折で 屋 り崩れ、橋84落ちる。白石城の石 ・

。
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中

害

。
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大

昭和53 1978 2月20日 地震 142.12 38.45 6.7
4他(防災計画)

昭和53 1978 6月12日 宮城県沖地震 142.11 38.09 7.4

震度：仙台・石巻５。都市化の進んだ仙台市を中心に、ライフライン被害が住民生活に大きな影響を与えた。ブ

ロック塀，石塀，門柱の倒壊による死者が多かった。地震被害が地盤の特性の影響を強く受けたが、民家の火災

発生件数が著しく少なかった。災害救助法適用仙台市，和泉市，迫町，米山町，小牛田町，鳴瀬町。死者27

人、負傷者10,962人、全壊1,377棟、半壊6,123棟、一部破損125,370棟、非住家43,238棟。

140°52.8′39°01.7′ 7.2

○○○○○○県県県ににに影影影響響響をを及及及ぼぼぼしししたたた地地地震震震ののの震震震央央央分分分布布布   を

過過過去去去ににに地地地域域域ににに影影影響響響ををを与与与えええたたた地地地震震震ののの発発発生生生状状状況況況ととと、、、被被被害害害

ののの概概概要要要ををを年年年表表表形形形式式式ででで一一一覧覧覧表表表ににに整整整理理理しししままましししたたた。。。  

◆災害リファレンス情報（土地の安全性に関する主要サイト）

宮城県に影響を及ぼした地震･津波の被害（仙台管区気象台） 東北大学 地震・噴火予知研究観測センター 宮城県沖地震対策研究協議会
http://www.sendai-jma.go.jp/jishin-kazan/higai.htm http://www.aob.geophys.tohoku.ac.jp/ http://www.meqdprc.archi.tohoku.ac.jp/Net-SS/index.html

宮城県危機対策課 宮城県内の洪水ハザードマップ(宮城県危機対策課） 国土交通省国土調査課（土地分類調査データの利用）
http://www.pref.miyagi.jp/menu/473.htm http://www.pref.miyagi.jp/menu/473.htm http://tochi.mlit.go.jp/tockok/index.htm

行行行政政政、、、研研研究究究機機機関関関等等等ががが提提提供供供すすするるる、、、地地地域域域ののの土土土地地地ののの安安安全全全性性性

ににに関関関すすするるる有有有益益益ななな情情情報報報源源源（（（リリリンンンククク）））ををを紹紹紹介介介しししままますすす。。。  

宮城県立

図書館

仙台市民

図書館

1. 日本地図センター 2000 地図でみる仙台の変遷
地図４点,解説
書24p.

日本地図センター 販売

2. 日本地図センター 1986 ふるさと仙臺－地図と空中写真で見る昔と今 16p. 日本地図センター ○

3.
仙台市環境局環境部環
境計画課

2001 せんだい空中写真集～杜の都のいま、むかし～ 44p. 仙台市 ○

4. 仙台市 1994 仙台市史　特別編Ⅰ　自然
別冊（地図、
年表）

仙台市 ○ ○ 販売

5.
仙台市開発局計画部都
市計画課

1988 仙台都市計画史 仙台市 ○

6. 国土地理院 1992 ２万５千分の１土地利用

著者・編者 巻・号・頁 発行者 備考

公共図書館の所蔵状況

発行年 件名 雑誌・資料名

11. 宮城県総務部 1980 '78宮城県沖地震災害の教訓　　実態と課題 宮城県／宝文堂 ○ ○

12. 宮城県総務部 1980  ’78宮城県沖地震災害の概況－応急措置と復旧対策 宮城県 ○ ○

13. 宮城県総務部 1980
'78宮城県沖地震災害の実態－住民等の対応および被
害の実態調査報告

宮城県 ○ ○

14.
仙台市総務局防災対策
室

1979 '78宮城県沖地震1－災害の記録 仙台市 ○ ○

15.
仙台市総務局防災対策
室

1979 '78宮城県沖地震2－被害実態と住民対応 仙台市 ○ ○

16.
仙台市総務局防災対策
室

1981 '78宮城県沖地震3－教訓と防災都市 仙台市 ○ ○

17. 河北新報社 1978 '78宮城県沖地震－その記録と教訓 河北新報社 ○ ○

18.
1978年宮城県沖地震調
査委員会

1980  宮城県沖地震調査報告書 504p. 土木学会東北支部 ○ ○

19. 日本建築学会 1980 1978年宮城県沖地震災害調査報告 日本建築学会 ○

20.
東北大学理学部地質学
古生物学教室

1979 1978年宮城県沖地震に伴う地盤現象と災害について
東北大学理学部地質学古生物学
教室研究邦文報告

第80号 東北大学 ○ ○

21. 佐武 正雄 1979 1978年宮城県沖地震による被害の総合的調査研究
昭和53年度文部省科学研究費自
然災害特別研究(1) 302041

○

22. 仙台都市科学研究会 1979
宮城県沖地震災害に関する諸調査の総合的分析と評
価

仙台都市科学研究会・調査研究
シリーズ

№9 仙台都市科学研究会 ○

23

図「仙台」 国土地理院 販売

） 宝文堂 ○ ○7. 菊地勝之助 1978 仙台地名考(改訂増補版

8. 菊地勝之助 1970 宮城県地名考－地方誌の ○

9. 経済企画庁 1967 土地分類基本調査「仙台
地図４面

10. 国土庁土地局 1994 土地保全図（仙台地域） 224p.地図６面 国土調査土地局 ○

基礎研究 宝文堂 ○

」
32,29,43,68p.

経済企画庁 ○

利利利用用用者者者がががよよよりりり詳詳詳細細細ななな情情情報報報にににアアアクククセセセスススででできききるるるよよよううう、、、   

基基基本本本的的的ななな地地地域域域資資資料料料ののの書書書誌誌誌情情情報報報ををを整整整理理理しししままましししたたた。。。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考資料】村山良之（1994）：災害年表（地震・津波）. 仙台市史特別編自然Ⅰ付年表,p.164-165. 

※ 1978年以降の地震は、宮城県防災会議（2007）：宮城県災害年表,宮城県地域防災計画資料編.宮城県総務部危機対策課 より追加  
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